
学会・経歴
・日本心理学会
・日本心理臨床学会
・臨床心理士・公認心理師
・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ鹿教湯病院心理
療法科、JA長野厚生連総務企画
部人事課、長野大学社会福祉学
部教授を経て、2018年より現職。

・福井県公認心理師・臨床心理士
協会（産業組織担当理事）

・仁愛大学心理臨床センター長

＜お問合せ窓口＞
仁愛大学 地域共創センター ℡ 0778-43-6576 e-mail collabo@jindai.ac.jp

最新の研究内容

テーマ： 地域貢献と公認心理師養成の好循環を目指して

心理学部 心理学科

教授 稲木 康一郎 INAKI Koichiro

専門・活動分野 臨床心理学、ｽﾄﾚｽ心理学、心理臨床ｾﾝﾀｰ

＜仁愛大学附属心理臨床センター＞

＜ご案内＞
https://www.jindai.ac.jp/institutes/psycenter.html

産学連携/地域貢献へのアピールポイント、
相談可能事項
• 仁愛大学附属心理臨床センターは、どなたでも気軽に利用できる「こ

ころの相談室」です。家庭や学校、職場、様々な人間関係で感じる悩
み、不安など、安心してカウンセリングが受けられます。

• 児童・生徒と保護者の親子並行面接が好評です。
• カウンセリングをご希望の方は、大学のホームページをご覧のうえ

（A4リーフレットをダウンロード頂くとよいです）、お電話でお申し
込みください。

• ホームページ：https://www.jindai.ac.jp/institutes/psycenter.html
• 電話：0778-27-8652 （水曜日は電話受付をしていません。）

研究/活動紹介

①背景
仁愛大学附属心理臨床センターは20年間におよび、優れた心理

専門職（臨床心理士・公認心理師）が充実した施設（相談室やプ
レイルーム）を活用して、どなたでも気軽に利用できる「こころ
の相談室」として、地域の人々のこころの健康の保持増進に取り
組んできました。2015年に新たな国家資格・公認心理師が誕生し
たことにより、私どもは公認心理師時代に相応しいカウンセリン
グサービスの提供を模索することになりました。

②目的
心理臨床センターは地域に開かれた相談機関であるとともに、

公認心理師の養成施設でもあります。公認心理師になるには、大
学で指定された25科目を修めて、大学院で450時間もの実習が課
されています。地域のこころの健康に貢献しつつ、大学院生が地
域で活躍できる公認心理師になるために、地域連携・多職種連
携・こころの健康教育の視点から、新たな実習プログラムを開発
しました。

③成果・効果や展望
地域連携では、地元企業である（株）鯖江村田製作所様と連携

協定を結びました。働く人のメンタルヘルスのためにラインケア
研修などを提供し、併せて、実習にもご協力いただいています。
多職種連携では、カウンセリング情報提供書の発行を開始し、

来談者様の主治医の指示を受けています。さらに、様々な専門職
向けのコンサルテーションも設けました。
こころの健康教育では、地域の研修ニーズに応えるため大学教

員を派遣するとともに、大学院生もロールプレイなど研修の一部
を担っています。本学の公開講座で行った傾聴研修では、参加者
の皆さんから大学院生の活躍に対して絶賛を頂きました。
以上、地域貢献と公認心理師養成に好循環が生まれています。
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